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日東识市本所区小梅瓦町 47番地 （現在東京都裏田区押上1 — 1 — 2 ) ’にぉぃて高村国策（長 - 

野県更埴市稲荷山町出身）と，は な （旧姓久保， 実家は東京都文京区本鄉2丁目） の長 

男として出生

本郷区東竹町7番 地 （現在文京区本郷2 — 7 — 1) に転居 

東京市立真砂尋常小学校に入学 

東京市立元町尋常小学校の新築成り，耘学 

同校卒業

東京開成中学校入学 -

同校卒業 .

慶 応 義 塾 大 学 経 済 学 部 予 科 に 入 学 ,

関東大震災により自宅焼失し,•天現寺の慶応義塾寄宿舎に入寮 

経済学部本科に進み，寄宿舎を退寮，本郷の旧宅跡に居住 

母はなは，大震災後居を移した長野県更級郡稲荷山町にて急逝

慶応義塾大学経済学部卒業。卒業論文は rクライミング. ボーイ研究一英蘭児童勞働史の * 

一齣j を故野村兼太郎教授に提出

慶応義塾大学経済学部助手となる。 爾後3 年余の間イギリス児童労働史， つぃで麼中哲学を■

研究課題とし，昭和7 年秋よりドイツ• ハンザの研究に移る

経済学部予科講師（昭和10年 3 月まで予科3年の経済原論を担当) 4

ピグゥ著厚生経済学第3版を同僚の故小島栄次•故小高泰雄両君と翻訳に従事

浅 田 薰 (東京市牛込区富久町锋田良逸三女）と結婚

経済史研究の•ため義塾より欧米に派遣。往航は敌小高泰雄君や北里研究所員滝田順吾君と同船， 

ベルリン大学においてフリッツ• レーリ.ヒ教授に師事。 翌11年 4 月ミュ ンへ'ノ大学のヤー：？

ブ•シュトリ一ダー教授に就き，同年1 1月两度べルリ:ノ大学にてレ一リヒ教授の薫陶を受く。 

この間.ベルリン•オリンピツク開催

ハンザ史学会及び経済史学会（イギリス）の終身会員となる 

アメリカ合衆国を経曲して帰国。帰航も故小高泰雄君と同船 ’

慶大経済学部助教授, （近世経済史，研究会担当）

長男誠一出生

慶大経済学部教授（一般経済史，古代中世経済史，英語及び独語経済学講読, 研究会担当>

鎌倉市長谷大谷戸1395に転居

社会経済史学会編集委員（昭和19年12月まで〉

長女f 子出生

慶応義塾経済史学会副会長（昭和21年まで）

社会経済史学会理班，(昭和奶年12月まで)。昭和46年 1 月同学会顔問(現在） '

横浜商工会_ 所史編集窜務嘱託（昭和20年 4 月まで〉 . '
父国策け長野県页級郡稲荷山町にて死去 ■

空襲により來京都本挪区本郷1丁目の家屋焼先

学術研究会議第16部第7 研究班として近世初期以降第一次世界大戦前に至る欧州戦時経済 
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及び戦後経営の概観にっき研究を委嘱さる(昭和21年 3 月まで）

昭和23年 6 月 土 地 制 度 史 学 会 理 事 （昭和38年 9月まで) , 昭和38年10月同学会評議員（昭和40年10月まで） 

昭和24年 4 月中央労働学園大学社会学部講師（経済史担当，昭和26年 8 月まで)

昭和24年 4 月近世庶民史料調査委員会委員（昭和2妳 3 月まで）

昭和25年 9 月 北 海 道 大 学 法 学 部 講 師 （西洋経済史担当，昭和沉年3月まで）

昭和25年11月 地 方 史 研 究 協 議 会 常 任 委 員 （昭和29年10月まで） .

昭和2 6 ^ 4月慶大大学院経済学研究科教授並びに文学研究科教授 f兼 担 （西洋経済史特殊研究， 演習担当*

， 昭和46年 3 月まで） .雕辦 :

昭和26年 4 月 東 京 大 学 経 済 学 部 講 師 （西洋中世経済史担当，昭和26年 9 月まで） 。

昭和26年 5 月林野庁林業発達史調查会編集委員長（昭和30年10月まで）. へ :::#.: j

昭和26年 7 月文部 省 史 料 館 専 門 員 ' (昭和35年 7 月まで) ン

昭和26年 8 月 日 本 歴 史 学 協 会 委 員 （昭和29年 3 月まで) '

昭和27年 8 月 茅 ヶ 崎 市 茅 ヶ 崎 12495 (現在中海岸4 — 12—4 5 )に転居

昭和28年 4 月早稲田大学大学院経済学研究科講師（当初アメリカ瘙済史及びドイツ経済史担当， その後西 

洋轾済史特論担当，現任)
昭和28年 4 月青山学院大学大学院経済学研究科講師 (経済史特論及び商業史特論担当，昭和35年 8 月まで）

昭和28年11月 「ドイツ• ハンザ研究J により慶応義塾賞を受ぐ

綃和29年 5 月日本塩業協会日本塩業史編寫主任 , （昭和33年 3 月まで) ； '

昭和30年11月慶大経済学部長及び大学院経済学研究科委員長。 慶応義塾経済学会会長を兼任（昭和32年 9 

月まで） ’

昭和32, 34, 36, 38, 40年度新潟大学人文学部講師（外国経済史担当）

昭和33年 4 月 

昭和?3年 5 月 

昭和33年 6 月 

昭和33年 6 月 

昭和34年 4 月 

昭和35年 3 月

慶応義塾図書館長兼住 (昭和35年 7 月まで）

農林省林業試験場研究顧問（昭和33年 7 月まで) '

文部省政科用図書検定調査審議会委員（昭和祁年10月まで） ：巧3  

文部省民間学術研究機_ 助成協議会委員(昭和35年 5 月まで）

.文部省学術奨励豳議会委員（昭和36年 3 月まで）

学位請求論文「ドイツ• ハンザの研究j により経済学博士の学位を受く

昭和35，36, 37, 38, 39, 40, 4 1 ,4 2年度外務省公務貫採用上級試験委員 

昭和35年 6 月 慶 応 義 塾 長 （学校法人慶応義塾理事長) 兼慶応義塾大学長（喷和40年 4 月まで) 

昭和35年 r 月財団法人日本科学技術振興財団理事（昭和40年 6月まで)  、

昭和35年11月 日 本 育 英 会 評 議 員 （昭和43年11月まで）

昭和36年 2 月社団法人日本私立大学連盟会長 (昭和40年 5月まで）

昭和36年 3 月長男誠一岐阜大学農学部林学科卒業，東海パルプ株式会社に就職 

昭和'36年 4 月 文 部 省 学 徒 厚 生 審 議 会 委 員 （昭和38年 4 月まで)

昭和36年 4 月 . 文部省大学基準等研究協議会委員 (昭和40年 3 月まで^ '

昭和36年 5 月 財 団 法 人 大 学 塞 準 協 会 理 事 (現任) ，昭和40年 4 月同協会副会長 (現任〉

昭和36年 7 月文部省学校法人運営調査会委員 (昭和38年 6 月まで〉

昭和37年 9 月文化勲章受章者適考委員，'文化功労者選考辎查会委員

昭和37年10月 文 部 省 大 学 設 置 審 議 会 委 員 （昭和44年 4 月まで) '

昭和37年10月 国 際 大 学 協 会 第 4 回総会柬京組織委員会委員 (昭和肋年5 月まで）

昭和37年10月財団法人 柬 洋 文 庫 評 議 員 .(昭和的年S 月まで） _

昭和38年 5 月文部省中央教育審議会 _ 眞 （昭和44年 6 月全で)

昭和38年 9 月財団法人松永記念科学振興財団評議員（现任） i

昭和38苹 9 月第二回日米文化教育合同会 _ 日本侧代諉の—員として渡米（昭和38年11月まで)
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昭和45年 4 月同法人

昭和38年11月 財 団 法 人 学 徒 援 護 会 評 議 員 （現任） ,

昭和39年 2 月財団法人日本幸術振興会評議員 (昭和42年 3 月まで）

昭和39年 2 月 財 団 法 人 交 詢 社 常 議 員 (現任）

昭和39年 3 月長女信子慶大文学部国文学瑢攻卒業

昭和39年 4 月財団法人大学セミナ一ハウス理事， 昭和43年 6 月同法人-評議員会議長，

理_ 長 （昭和46年 5 月まで） '

昭和39年 5 月財団法人能力開発研究所評議員（昭和41年 9 月まで)

昭和39年 6 月財団法人アメリカ研究振興会理事（現任）

昭和39年 8 月 1967年ュニバーシアード大会招致委員会委員（昭和40年 5 月まで）

昭和39年 8 月 財 団 法 人 サ ン ケイ •スカラシップ副 会 長 （昭和40年 5'月まで）

昭和39年 9 月日本国連協会神奈川県本部理事 (昭和40年 5 月まで)

昭和39年10月 読 売 新 聞 育 英 樊 学 会 理 事 （昭和40年 5 月まで）

昭和39年10月財団法人全国大学保健管理協会理事 (昭和40年 6月まで） '

昭和39年11月 文 部 省 私 立 大 学 審 議 会 長 （昭和41年11月まで）

喂和39年11月財団法人福沢記念育林会理事長（現任） . .

B . 3 9 年12月 全 国 大 学 教 授 連 合 会 長 （昭和45年 6 月まで）

昭和40年 6 月 慶 応 義 塾 学 # 顧 問 （現任）

昭和40年 6 月 財 団 法 人 松 永 記 念 館 理 事 （現任）

昭和40年 6 月文部畲大学学術局経済学商学視学委員会委員長 (現任〉

昭和40年 6 月 財 団 法 人 三 井 文 庫 評 議 員 （現任）

昭^040年 6 月 財 団 法 人 日 伊 協 会 評 議 員 （現任） .

昭和40年11月慶大言語文化研究所所員兼任（昭和46年 3 月まで） - .

昭和40年11月千代田生命保険相互会社社員総代（現任)

昭和40年12月， 財団法人日本生産性本部経営ア力デミ一運営委員会委員(昭和44年11月まで)

昭和40年12月財団法人古河記念基金評議員（現任）

昭和.41年 1 月 ア メ リ カ 学 会 評 議 員 (現任)

昭和41年 5 月財団法人慶応がんセンター評議員 (現任〉

昭和41年 6 月財団法人海事産業研究所評議員（現在） … '

昭和42年 3 月 日 本 古 文 書 学 会 評 議 員 （現住） ,

昭和43年 5 月 長 男 誠 一 は 多 根 光 佐 子 （島根県八束郡宍道町多根一義次女， 慶大文学部社会学専攻卒業） と 

結婚。 ■

昭和43年10月神奈川県教育委員会委員，昭和45年10月同委員長職務代理者（現任)

昭和43年11月 大 学 問 題 懇 談 会 委 員 （現任 )

昭和44年 1 月神奈川県美術展委員会委員長（現任）

昭和44年 9 月 学 校 法 人 開 成 学 園 理 事 （現任〉 ： >

昭和44年10月 金 沢 大 学 法 文 学 部 講 師 （西洋経済史担当, 現任）

昭和44年10月 長 女 信 子 は 伊 藤 直 明 （苋京都立大学工学部建築学科助教授）に嫁す 

昭和45年 4 月大阪学院大学大学院商学研究科客員教授 (経済史特殊研究担当, 現任）

昭和45年 4 月学校法人北里学園理事 : ( 現任)

昭和45年 4 月神奈川県会史編集赛員会要員（現任)

昭和45年 7 月財団法人神奈川県契術奨学会理事 (現任〉

昭和46年 1月 講 樹 始 の儀にお い て 「ドイツ•ハンザの経済史的意義」を進講 

昭和46年 4 月慶応義塾大学名替教授

昭和46年 4 月慶大大学院経済学研究科講師（西洋経済史特殊研究，演習担当，現任） 以上
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著 書

「資本主義第三期」世界経済問迪講座第 1 部 世 界 経 済 総 論 春 秋 社 昭 和 8 年 .

「西洋経済史」慶虑義塾大学講座経済学慶応出版社昭和 13年

»■近代技術史J 慶応出版社昭和 15年

r 日葡交通史j 国際交通文化協会昭和17年

「一般経済史」慶応義塾大学講座铎済学慶応出版社昭和 19年

•■一般経済史古代 • 中世」 慶応出版社昭和 23年

「資本主義の歴史的問題」 泉 文 堂昭和 23年

「一般経済史」慶応義塾大学通信教吉教材第 1 〜 3 分 冊 昭 和 23年，..第 4 ~  6 分 冊 昭 和 24年 

「経済史随想」 璃 書 房昭和 26年

rアメリカ資本主義発達史一一商業資本，の'展開と産業資本の確立」 _金星堂 . _ 和27年 

「西洋経済史」 （有斐閣全書） 昭和如年，新 版 昭 和 邻 年 .

•■一般経済史」 慶応通信昭和 32年 

r ドイツ中世 都市厂 一条書店昭和 34年

r ドイツ.ハンザの研究」慶応義塾経済学会経済学研究叢書第1冊 日 本 評 論 新 社 昭 和 34年 

「五年のあしあと」 慶応通信昭和 40年

!

I

共

「日本における経済史学の発達j  (小松芳喬氏と共著） 人文科学委員会編人文科学研究叢書第2 編 要 書  

房 昭 和 24年

r西洋経済史上巻」 （増田四郎 • 宮下孝吉♦ 小松芳喬 • 五島茂氏と共著） 有斐閣昭和 30年 

「封建制と資本制J (野村博士還磨記念論文集) ，（小松芳喬氏他と共編） 有斐閣昭和 31年 

「社会経済史大系全 10巻j (増田四郎 • 小松芳喬 . 矢ロ孝次郎氏と共編） 弘文堂昭和 35年 

「西洋経済史」（経済学全集3 ) ( 小松芳喬氏と共編） 世界書院昭和 40年

編 赛

「日本塩業史j (正 • 続 2 巻) 

「日 本 林 業 発 達 史 上 巻 —

. 日本専売公社昭和33年 

-明治以降の屉開過程—— J 林野庁昭和 35年

訳 書

「ピグウ厚生経済学」 第 1分 冊 （小島栄次氏と共訳) 高原書店昭和 9 年

「アンリ . ピレンヌ中世ヨーロッパ経済史 j  (増田吗郎*小松芳喬*松田管雄 * 高橋幸八郎• 五島茂氏と共款) 

- 条 書 店昭和 31年

論文のうち，そののち著窗にTPI録されたものは,この丨ジストから除外してある。
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